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オクラの収穫風景（指宿市小牧　西村誠さんの圃場で）
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農
産
物
三
者
連
携
Ｐ
Ｒ
会
議
︵
指
宿
市
農

政
課
・
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
・
県
南
薩
地
域
振
興

局
農
政
普
及
課
︶
は
３
月
３
日
、
Ｊ
Ｒ
指
宿

駅
前
広
場
で
、
い
ぶ
す
き
の
春
を
代
表
す
る

農
作
物
で
あ
る
「
そ
ら
ま
め
」・「
実
え
ん
ど

う
」・「
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
」
を
多
く
の
人

に
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
生
産

者
と
市
内
飲
食
店
に
よ
る
コ
ラ
ボ
企
画
、「
い

ぶ
す
き
の
豆
、
マ
メ
、
ま
め
祭
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

西
村
仁
組
合
長
は
「
指
宿
市

は
、
豆
類
の
一
大
産
地
で
あ
り
、

そ
ら
ま
め
と
実
え
ん
ど
う
は
か
ご

し
ま
ブ
ラ
ン
ド
を
取
得
し
て
い

る
。
こ
の
機
会
に
、
い
ぶ
す
き
の

豆
に
つ
い
て
知
っ
て
頂
き
た
い
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
実
え
ん
ど
う
の
サ

ヤ
む
き
、
そ
ら
ま
め
の
つ
か
み
ど

り
大
会
や
地
元
料
理
人
の
豆
類
を

使
っ
た
料
理
対
決
、
試
食
コ
ー
ナ
ー

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
３
月
14
日
、
２
０
１
３
年
度

ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
開
校
式
を
指
宿
市
立

徳
光
小
学
校
で
開
催
し
、
学
校
関
係
者
・

生
産
者
・
市
場
関
係
者
・
行
政
・
Ｊ
Ａ

な
ど
、
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
は
、
食
の
大

切
さ
を
学
び
、
地
元
の
山
川
徳
光
地
区
で

栽
培
し
て
い
る
特
産
の「
徳
光
す
い
か
」を
児

童
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
場

関
係
者
や
Ｊ
Ａ
な
ど
が
企
画
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
す
い
か
の
歴
史
に
つ
い

て
学
び
、
生
産
者
の
圃
場
で
同
校
２
・
３

年
生
の
児
童
29
名
と
、
山
川
高
等
学
校

の
生
徒
８
名
が
一
緒
に
苗
を
植
え
つ
け

ま
し
た
。

松
元
孝
也
代
表
理
事
常
務
は
「
徳
光

す
い
か
は
味
と
品
質
は
日
本
一
で
あ

り
、
地
域
の
誇
り
で
す
。
ア
グ
リ
ス
ク
ー

ル
を
通
じ
て
食
の
大
切
さ
を
学
ん
で
欲

し
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

児
童
は
「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
収

穫
が
楽
し
み
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
脇
芽
つ
み
な
ど
を
行
い
、

６
月
に
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
ぶ
す
き
の
豆
、
マ
メ
、
ま
め
祭
り
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２
０
１
３
年
度
徳
光
小
学
校
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
開
校
式



JAいぶすき

2013.4
3

南
九
州
市
茶
業
振
興
会
は
３
月
27
日
、
同
市
内
で
「
南
九
州
市
新
茶
ま
つ

り
Ｉ
Ｎ
え
い
」
を
開
催
し
、
約
２
０
０
名
の
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
野
岳
神
社
で
は
神
事
を
執
り
行
い
、
青

年
部
員
が
、
手
揉
み
製
造
過
程
で
約
５
時
間

か
け
て
仕
上
げ
た
お
茶
を
奉
納
し
、
茶
業
の

発
展
・
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。
祝
賀
会
も

開
催
さ
れ
、
茶
業
女
性
部
や
子
供
た
ち
の
華

や
か
な
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

南
九
州
市
茶
業
振
興
会
の
瀬
川
三
郎
頴
娃

支
部
長
は
「
全
国
有
数
の
生
産
地
と
し
て
の

責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
消
費
者
に
お
い
し
い

お
茶
を
届
け
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

管
内
で
は
、
昨
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど
早

く
、
３
月

下
旬
か
ら

５
月
上
旬

ま
で
新
茶

の
収
穫
が

行
な
わ
れ

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
３
月
15
日
、「
Ｊ
Ａ
い
ぶ

す
き
肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会
」
を

指
宿
市
の
開
聞
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
し
、
畜
産
農
家
や
関

係
団
体
な
ど
、
約
２
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

会
の
は
じ
め
に
平
成
24
年
度
、
功

績
の
あ
っ
た
石
田
和
則
氏
︵
頴
娃
地

区
︶、
鐘
撞
正
和
氏
︵
開
聞
地
区
︶
今

村
信
幸
氏
︵
開
聞
地
区
︶
を
優
良
繁

殖
農
家
と
し
て
表
彰
。

ま
た
、
田
中
健
一
肉
用
牛
部
会
協

議
会
会
長
と
松
元
孝
也
代
表
理
事
常務

が
挨
拶
の
中
で
、
畜
産
農
家
の
日
頃

の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
経
済
連
肉
用
牛
課　

内
山

正
二
氏
に
よ
る
「
肉
用
牛
を
取
り
巻
く

情
勢
と
子
牛
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て
」、

南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課　

鈴
々

木
昭
一
氏
に
よ
る
「
平
成
25
年
度
畜
産

振
興
補
助
事
業
に
つ
い
て
」、
Ｊ
Ａ
畜
産

部
よ
り
「
平
成
25
年
度
畜
産
事
業
計
画

に
つ
い
て
」
の
研
修
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

南
九
州
市
新
茶
ま
つ
り 

Ｉ
Ｎ 

え
い

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会

優良繁殖農家として表彰された生産者

挨拶をする田中会長
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２０１３年度ＪＡいぶすき入組式
JA は4月1日、2013年度入組式を指宿市の山川ヘル

シーランドで開催しました。新採用職員・昨年度中途
採用職員20名が参加し、辞令を受け、新社会人として
の第一歩を踏み出しました。

西村仁組合長は「地域住民とのふれあいを通じて協同
の精神を学び、広めて頂きたい。JA を選んで良かった
と思えるよう、皆様方に期待している。」と激励しました。

新入職員を代表し、山川総合支所・購買課に配属が
決まった向吉真美職員は「日々の業務を通じて成長し
て行きたい。未熟な部分があるので、鍛えて頂きたい
です。」と決意を述べました。　　　 ①所属先　②抱負

瀬戸　洋恵
（せと　ひろえ）

①
本
所
・
管
理
部
人
事
教
育
課

②
一
つ
一
つ
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
、
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

梶原　真希
（かじはら　まき）

①
喜
入
総
合
支
所
・
喜
入
支
所

（
金
融
共
済
窓
口
担
当
）

②
任
さ
れ
た
仕
事
に
対
し
責
任
を

持
ち
や
り
遂
げ
、
何
事
も
全
力

を
尽
く
し
、
笑
顔
で
頑
張
り
ま

す
。

上髙原　マイカ
（かみたかはら　まいか）

①
開
聞
総
合
支
所
・
開
聞
中
央
支
所

（
金
融
共
済
窓
口
担
当
）

②
一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
何

事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組

み
、
常
に
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今林　彩乃
（いまばやし　あやの）

①
山
川
総
合
支
所
・
大
山
支
所

（
金
融
共
済
窓
口
担
当
）

②
一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、

任
さ
れ
た
仕
事
に
対
し
、
責
任

を
持
っ
て
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

出
来
る
様
に
努
力
し
ま
す
。

迫田　新之助
（さこだ　しんのすけ）

①
本
所
・
農
産
部
営
農
指
導
課

（
指
導
担
当
）

②
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
一
日
で
も
早
く
仕
事
を

覚
え
た
い
で
す
。

中村　汐里
（なかむら　しおり）

①
本
所
・
畜
産
部
畜
産
業
務
課

②
常
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
一
日

で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
る
こ
と

が
出
来
る
様
に
頑
張
り
ま
す
。

林　秀樹
（はやし　ひでき）

①
本
所
・
購
買
部
付

い
ぶ
す
き
菜
の
花
㈱
出
向

②
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
し
っ

か
り
と
持
ち
、
学
生
時
代
に
得

た
こ
と
を
活
か
し
、
何
事
に
も

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

向吉　真美
（むこよし　まみ）

①
山
川
総
合
支
所
・
購
買
課

②
笑
顔
を
大
切
に
、
任
さ
れ
た
仕

事
に
責
任
を
持
ち
、
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

中濵　龍二
（なかはま　りゅうじ）

①
山
川
総
合
支
所
・
販
売
課

②
私
は
鹿
児
島
市
の
出
身
で
す
。
こ

の
地
域
が
大
好
き
で
今
は
開
聞
地

区
に
住
ん
で
い
ま
す
。
組
合
員
・

地
域
住
民
の
皆
様
に
貢
献
出
来
る

様
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
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窪　幸樹
（くぼ　こうき）

①
山
川
総
合
支
所
・
販
売
課

②
笑
顔
で
明
る
く
組
合
員
の
皆
様

と
接
し
、
地
域
に
貢
献
出
来
る

様
に
頑
張
り
ま
す
。

吉永　絵里加
（よしなが　えりか）

①
え
い
総
合
支
所
・
え
い
中
央
支
所

（
金
融
共
済
窓
口
担
当
）

②
常
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
日
々

の
業
務
に
責
任
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

山崎　陽子
（やまざき　ようこ）

①
指
宿
総
合
支
所
・
購
買
課

②
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
こ

と
が
出
来
る
様
に
努
力
し
ま

す
。
毎
日
、
明
る
く
元
気
に
頑

張
り
ま
す
。

髙地　優子
（たかち　ゆうこ）

①
本
所
・
共
済
部
共
済
事
務
課

②
こ
れ
か
ら
一
つ
一
つ
の
仕
事
を

大
切
に
、
日
々
の
努
力
を
忘
れ

な
い
様
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

前薗　香織
（まえぞの　かおり）

①
指
宿
総
合
支
所
・
中
部
支
所

（
金
融
共
済
窓
口
担
当
）

②
何
事
に
も
責
任
感
を
持
ち
、
一

つ
一
つ
の
仕
事
を
確
実
に
や
り

遂
げ
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
頑

張
り
ま
す
。

亀之園　隆
（かめのその　たかし）

①
本
所
・
購
買
部
付

い
ぶ
す
き
菜
の
花
㈱
出
向

②
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
日
々
全
力

で
仕
事
に
取
り
組
み
、
組
合
員
・

地
域
住
民
に
貢
献
出
来
る
様
に

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

大坪　栞
（おおつぼ　しおり）

①
本
所
・
金
融
部
金
融
推
進
課

（
貯
金
為
替
担
当
）

②
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
組

合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
と
お
話

が
出
来
る
様
に
な
り
た
い
で
す
。

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
頑
張
り
ま
す
。

湯田　香希
（ゆだ　こうき）

①
え
い
総
合
支
所
・
別
府
支
所

（
金
融
共
済
担
当
）

②
社
会
人
と
し
て
自
分
の
行
動
に

責
任
を
持
ち
、
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

岡元　真奈
（おかもと　まな）

①
え
い
総
合
支
所
・
購
買
課

②
時
間
を
大
切
に
し
、
元
気
に
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

永田　博久
（ながた　ひろひさ）

①
本
所
・
農
産
部
販
売
課

②
学
生
時
代
の
部
活
動
で
培
っ
た

体
力
と
精
神
力
で
、
組
合
員
・

地
域
住
民
の
皆
様
へ
貢
献
出
来

る
様
に
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

中村　暢
（なかむら　とおる）

①
本
所
・
購
買
部
付

い
ぶ
す
き
菜
の
花
㈱
出
向

②
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、

お
客
様
に
は
元
気
な
挨
拶
と
笑

顔
を
忘
れ
な
い
様
に
接
客
し
て

参
り
ま
す
。



【3月1日付発令者名簿】
管理職

新　　　　　任 氏　　名 旧　　　　　任
本所・農産部長兼営農企画課長 福吉　秀一 本所・農産部長

本所・茶業センター所長兼茶業課長 堂園　修一 本所・茶業センター茶業課長

えい総合支所・専門考査役（貸出担当） 松窪　博文 本所・茶業センター所長兼販売促進課長

本所・購買部購買企画課長 本野　和弘 本所・農産部営農企画課長

本所・茶業センター販売促進課長 坂口　一男 えい総合支所・購買課長

えい総合支所・購買課長 東　　 善 門 本所・購買部購買企画課長

喜入総合支所・喜入支所長 浜崎　義和 喜入総合支所　喜入支所主任（事務長代理）

指宿総合支所・新西方支所長 鈴　　　 強 喜入総合支所・喜入支所長

本所・管理部総務課次長 物 袋　　 聡 本所・管理部総務課主任

本所・農産部営農企画課次長（担い手法人担当） 金山　祐一 開聞総合支所・営業推進班長（主任、仙田・西部地区）

本所・農産部営農指導課次長 福坪　博人 本所・農産部営農指導課次長（観葉センター所長）

開聞総合支所・購買課次長 榎下　幸二 喜入総合支所・主任営業推進班長（主任、前之浜・生見・瀬々串・中名地区）

えい総合支所・購買課次長（西部配送センター） 川畑　和成 山川総合支所・主任営業推進班長（主任、小川・利永・徳光地区）

本所・金融部金融推進課専門調査役（金融渉外担当、喜入地区） 永野　照雄 本所・共済部共済普及課専門調査役（渉外担当）

本所・金融部金融推進課専門調査役（金融渉外担当、指宿地区） 内山　光廣 本所・金融部金融推進課専門調査役（年金専門員）

本所・共済部共済普及課専門調査役（渉外担当） 樋高　隆志 本所・共済部共済普及課主任（渉外担当）

本所・共済部共済普及課専門調査役（渉外担当） 豊倉　彰一 本所・共済部自動車査定課専門調査役

本所・共済部共済普及課専門調査役（渉外担当） 松澤　雅人 本所・共済部共済普及課専門調査役

本所・共済部共済普及課専門調査役（渉外担当） 西元　次男 指宿総合支所・新西方支所長

本所・共済部共済普及課付専門調査役 牧 薗　　 均 本所・共済部共済普及課専門調査役（渉外担当）

本所・農産部営農企画課専門調査役（農業振興担当、えい地区） 福留　健二 えい総合支所・営業推進班長（主任、松原・大川地区　別府支所駐在）

本所・農産部営農指導課専門調査役（観葉センター所長） 永 嶺　　 悟 本所・農産部営農指導課主任（観葉センター）
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Ｊ
Ａ
は
３
月
29
日
、
本
所
で
定
年
退
職
を
迎
え
た
７
名
の
職
員
に
対
し
、

送
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

西
村
組
合
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
と
、

女
性
職
員
か
ら
花

束
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

退
職
者
を
代
表

し
て
、
大
塚
正
己

さ
ん
は
「
組
合

員
・
地
域
住
民
、

そ
し
て
職
員
に
支

え
ら
れ
て
、
今
ま

で
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
出
来
ま
し

た
。」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
皆
様
、
長
い

間
、
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。 退

職
者
を
送
る
会
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Ｊ
Ａ
女
性
部
は
４
月
５
日
、
第
20
回
女
性
部

総
会
を
開
聞
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開

催
し
、
女
性
部
員
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
80
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

上
堀
内
美
智
子
女
性
部
長
は
「
平
成
25
年
は
、

部
員
の
拡
大
と
女
性
部
員
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

活
動
を
展
開
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
議

事
で
は
、「
平
成
24
年
度
活
動
計
画
お
よ
び
収
支

予
算
に
つ
い
て
」
な
ど
３
つ
の
議
案
全
て
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
読
書
会
や
記
念
講
演
会
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
４
月
９
・
10
日
の
２
日
間
、
南
九
州
市
頴
娃

地
区
で
、
で
ん
粉
原
料
甘
し
ょ
に
関
す
る
説
明
会
を
開

催
し
、
生
産
者
に
対
し
て
、
平
成
24
年
産
の
実
績
と
平

成
25
年
産
計
画
、
平
成
25
年
産
の
申
請
手
続
き
に
つ
い

て
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

松
元
孝
也
代
表
理
事
常
務
は
「
Ｊ
Ａ
は
皆
様
と
共
に

協
同
の
精
神
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
基
幹
産
業
で
あ
る

さ
つ
ま
い
も
を
守
る
た
め
に
共
に
歩
ん
で
行
き
た
い
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
南
薩
拠
点
霜
出
で
ん
粉
工
場
で
は
、
い
ぶ
す
き
・

南
さ
つ
ま
・
さ
つ
ま
日
置
の
３
Ｊ
Ａ
で
、
平
成
25
年
産

２
万
ト
ン
の
集
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
第
20
回
女
性
部
総
会
開
催

総
会
後
は
、
読
書
会
や
記
念
講
演
会
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

で
ん
粉
原
料
用
甘
し
ょ
に
関
す
る
説
明
会

説明会に集まった生産者
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（
平
成
25
年
2
月
１
日
〜

平
成
25
年
2
月
28
日
）

お
く
や
み︵
敬
称
略
︶

【
喜
入
】

折　

田　

チ　

エ　

（
97
）

横　

峯　

照　

勇　

（
95
）

外　

薗　

辰　

巳　

（
86
）

松　

井　

誠
一
郎　

（
86
）

【
指
宿
】

寺　

坂　

キ　

ヨ　

（
89
）

礒　

元　

傳　

吉　

（
86
）

寺　

田　

矩　

利　

（
81
）

黒　

山　

テ　

ル　

（
92
）

福　

留　

秀　

吉　

（
89
）

上
久
保　

フ　

ミ　

（
95
）

樋　

園　

良　

吉　

（
56
）

【
山
川
】

濱　

口　

勝　

俊　

（
78
）

福　

里　

俊
二
郎　

（
85
）

前　

田　

ノ
リ
エ　

（
89
）

室　

屋　

シ
ツ
エ　

（
94
）

岩　

下　

サ
チ
エ　

（
93
）

山　

下　

辰　

己　

（
86
）

鶴　

窪　

正　

光　

（
72
）

濵　

田　

カ
ス
エ　

（
83
）

迫　
　
　

秀　

満　

（
85
）

迫　

田　

ミ
サ
エ　

（
86
）

【
開
聞
】

山　

﨑　

イ　

ネ　

（
91
）

上　

野　

功　

二　

（
65
）

七　

夕　

ユ
キ
ノ　

（
97
）

冨　

田　

ミ　

エ　

（
99
）

野　

口　

善　

治　

（
79
）

迫　
　
　

テ　

ル　

（
82
）

山　

下　

マ
ツ
ヨ　

（
71
）

濵　

上　

ハ
ツ
エ　

（
87
）

【
頴
娃
】

下　

野　

ノ
ブ
子　

（
87
）

田
之
脇　

オ
エ
イ　

（
94
）

田
之
上　

定　

三　

（
92
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

　

平
成
25
年
3
月
29
日
、
第
１
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○　

平
成
24
年
度
末
に
お
け
る
「
減
損
損
失
」

処
理
︵
案
︶
に
つ
い
て

○　

平
成
24
年
度
２
月
末
資
産
査
定
結
果
に
つ

い
て

○　

大
口
先
債
務
者
の
状
況
に
つ
い
て

○　

平
成
24
年
度
末
実
績
に
つ
い
て

○　

平
成
24
年
度
全
般
統
制
・
不
祥
事
未
然
防

止
行
動
計
画
の
実
績
評
価
に
つ
い
て

○　

非
常
勤
役
員
に
関
す
る
会
議
手
当
︵
日

当
︶
の
支
払
い
に
つ
い
て
︵
案
︶

○　

任
期
満
了
に
伴
う
鹿
児
島
市
農
業
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
内
部
監
査
計
画
︵
案
︶
に
つ

い
て

○　

仙
田
Ｓ
Ｓ
の
消
防
署
立
ち
入
り
検
査
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て

○　

貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て 

○　

平
成
24
年
度
末
に
お
け
る
他
部
門
運
用
の

状
況
に
つ
い
て

○　

予
約
資
材
決
済
サ
イ
ト
の
一
部
見
直
し

︵
案
︶
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て　

他

 

編
集
後
記

今
年
も
多
く
の
新
入
職

員
が
入
組
し
、
仕
事
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
う
し
た
姿
を
見
て

い
る
と
、
自
分
も
初
心
を

忘
れ
ず
、
毎
日
を
大
切
に

過
ご
し
て
行
き
た
い
と
改

め
て
感
じ
ま
す
。
今
後
と

も
Ｊ
Ａ
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

い
致
し
ま
す
。

 

80%
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表彰式


